
境川木曽東調節池工事その２の工事内容について、次ページよりスライドと文章
により説明いたします。
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境川は、延⻑約 52ｋｍの二級河川です。このうち東京都が管理する区間は、
鶴瀬橋上流〜根岸橋までの約10.5kmです。
東京都管理区間では、下流の神奈川県区間の改修状況を踏まえ、河道整備に先

行して１時間あたり概ね65㎜の降雨にも対応する調節池を整備し、早期の治水
安全度向上を図る計画です。
本工事で建設する境川木曽東調節池の貯留量は約4.9万m3です。形式は地下箱

式です。施工規模は、延⻑約115m、幅約60m、深さ約22ｍになります。別途工
事において、地上２階建ての管理棟や、付属施設である排水ポンプ、換気設備等
の設置を行う予定です。
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こちらが、調節池の完成イメージ図になります。調節池上部の利用形態につい
ては、今後町田市にて検討する予定です。
本調節池は、地下に洪水を貯める構造となっており、町田市境川クリーンセン

ターの敷地内に建設します。境川に面して、洪水を取水する越流堤と、貯めた水
を河川に返す放流渠が構築されます。また、地上部には、別途工事において管理
棟を建設する予定です。
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工事の工程としては、この表のようになっています。
準備工から始めていき、仮設工、土工、調節池の躯体工、越流堤・放流渠工事

と進めていきます。別途工事である管理棟工事等を含めて、工事期間は約７年を
予定しております。
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工事はこちらに示すように大きく分けて7つのSTEPにて進めていきます。
STEP1から準備工、土留め工、仮設構台工、掘削土留め支保工、床付け完了・
基面整正工、調節池構築工事、取水・放流施設工となります。次のページより、
それぞれのステップの内容について説明いたします。
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ステップ１の準備工では、家屋調査や井⼾の調査を実施した後、近隣の皆様に
できるだけご迷惑のかからないよう仮囲いや防音壁を設置します。防音壁は、北
側と東側に設置し、高さは5.0mになります。また、移設が必要な水路を切り回
します。その他に、工事の安全対策上、地下水位を調節する必要があるため、揚
水井⼾と復水井⼾を設置します。揚水井⼾により汲み上げた水は復水井⼾により
地盤内に戻します。
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ステップ2では、土留め工を行います。
土留め工は、地下深く掘削しても土が崩れないように壁を作る作業です。安全

に工事を進めるための、とても重要な作業になります。
土留め壁は、セメントと土を混ぜ合わせて壁を作ります。土留め壁の深さは32.5
ｍです。
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ステップ3では、仮設構台工を行います。
仮設構台は、地下で構築作業をする際に使用する地上スペースです。施工機械や
車両の通路、資材の置き場として使用します。まず、仮設構台を支える杭を打ち、
その後に鉄骨により構台を組んでいきます。
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ステップ4・５では、掘削と土留め支保工、基面整正工を行います。
仮設構台の下の重機で、掘削し土砂を集めます。集められた土砂は、仮設構台

の上から重機で引き上げ、ダンプトラックで運搬します。掘削の進捗に合わせて、
突っ張り棒の役割をする土留め支保工や、土留めを支えるアンカーの設置を進め
ていきます。この作業を繰り返して所定の深さまで掘り下げていき、床付け完了
となります。掘削深さは約22mです。床付け完了後、掘削した表面を平らになら
す基面整正を行います。
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ステップ6では、調節池の構築工事を行います。
構築工事は、鉄筋・型枠の組立、コンクリートの打設を行います。底から構築し
ていき、最後に頂部を構築します。

10



ステップ7では、越流堤と放流渠の構築を行います。
越流堤と放流渠の構築では、境川の中に鋼矢板を打ち込むことにより仮締切を

作り、水のない状況で構築作業を進めていきます。
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越流堤や放流渠は、調節池と河川をつなぐ施設です。施工に当たっては護岸を
一部撤去する必要があるため、令和6年春頃から約1年程度の間、川沿いの歩道
を境川橋からひのき橋の間で一部通行止めとさせていただきます。お知らせ看板
を設置して事前にお知らせし、通行止め期間中にも迂回の案内板を設置いたしま
す。皆様には大変ご不便をおかけしますが、迂回路の通行にご協力をお願いいた
します。
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工事の作業時間は、原則8:00から17:00としています。
法令で運行時間が制限されている一部の車両は、21：00から6：00の深夜・早

朝に入場いたします。

13



ここからは安全対策についての説明です。
工事車両の出入り口は町田駅前通りに面した既存の出入り口を利用します。ク

リーンセンターやリサイクルショップと出入り口を共用しますので、工事車両の
出入り口には、交通誘導員を配置して、歩行者・自転車等の安全を確保します。
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出入り口に交通誘導員を適正に配置し、歩行者、自転車の方の安全を確保する
とともに、一般車両の入退場をブザー付き回転灯で工事車両に周知し、一般車両
と工事車両の接触事故を防止します。
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掘削した土の運搬車両による一般道への影響をできるだけ抑えるため、場内の
車両待機場所に加え、工事箇所の周辺に場外待機場を確保し路上待機を防止しま
す。また、工事車両に搭載したGPSにより、運転状況をリアルタイムで取得し、
運行間隔を調整して車両集中を回避します。さらに、運行ルート上の規制速度、
保育園・小学校やバス停、過去の事故発生箇所、カーブなどの危険個所について、
ハザードマップを作成し、運転者に周知徹底します。
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騒音対策として、⺠家が近い北側と東側には防音壁を設置し、川沿いの仮囲い
には遮音シートを設置することで騒音を抑制いたします。さらに、北側で表層地
盤を改良する際には、バックホウのエンジン部に遮音材を貼り付けて、重機のエ
ンジン音を低減いたします。
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振動対策として、水路施工時には、車両走行路に防振マット及び敷鉄板を敷くこ
とにより、振動を抑制いたします。
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工事中の粉塵対策として、タイヤ洗浄装置の設置と散水車による場内散水をする
ことで粉塵の発生を抑制します。
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地下水に工事の影響がないかを確認するために、地下水の水位について調査し
ます。こちらの図は、地下水位を計測する９箇所の水位計の位置を示しています。
工事前より地下水位を計測しており、工事中も継続して計測いたします。
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こちらの図は、井⼾の水質調査範囲を示しています。工事箇所から半径500ｍ
の範囲で実施します。対象となる井⼾の水質調査を工事の前後に実施いたします。
後日、対象となるお宅に調査のお知らせを投函させていただきますので、ご協力
をお願いいたします。
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家屋調査についての説明です。家屋調査とは、工事による家屋への影響の有無
を正確に判断する資料を得るため、家屋の状況を把握するための調査です。家屋
全般、建物内部・外部について、工事前後に調査します。こちらの図は、家屋調
査の対象位置を示しています。工事区域に沿って⺠地側に30ｍの範囲について
調査を行います。
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家屋調査の手順の説明です。
まず、皆様に家屋調査の意向確認をさせていただき、同意された方に対して、

工事前の家屋調査を行います。調査を辞退された場合は、家屋に損害が生じても
工事による損害かどうかがわからなくなってしまい、補償ができなくなってしま
います。ぜひ、家屋調査に同意していただきたいと思います。
工事が終わりましたら、家屋被害等の有無意見聴取をし、工事後の家屋調査を

行います。
調査の内容としましては、屋内では、柱や床の傾斜の測定、壁や建具の状況把

握を行います。屋外では、壁や塀の傾斜測定、土間や扉等の状況把握をします。
着手前と完了後の家屋内外の状態を調査し、工事が原因で被害が生じたことが確
認された場合、金銭にて賠償します。
調査の際には写真撮影も行います。調査の際には、皆様方のお立合いをお願い

いたします。
なお、撮影した写真を含む個人情報は厳重に管理いたします。また、リフォー

ムなどを行う際には、事前にご連絡をいただきますようよろしくお願いします。
工事にて、中間調査を実施いたします。
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近隣の皆様に工事をご理解いただけるよう実施する取り組みについての説明で
す。受注者の職員により周辺住⺠とのコミュニケーションを綿密に取らせていた
だきます。工事箇所近隣の皆様へは、月に1回を基本としたヒアリング調査を行
います。
また、月間工程や工事内容を記載した工事かわら版を月に一度配布し工事の状

況をお伝えいたします。
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本工事のホームページを作成しています。「境川 調節池 大林組」で検索す
ることができます。工事工程表や工事進捗等を見ることができますのでご利用く
ださい。
また、お問い合わせのページを作成しましたので、工事に関することで何かご

ざいましたら、こちらにお問い合わせいただきますようよろしくお願いいたしま
す。お電話でも、ご質問に対して丁寧に対応させていただきます。
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最後に本工事の工事事務所についての情報です。大林組事務所入り口に、ご意
見箱を用意する予定です。場所は、町田市⺠病院の⻄側になります。
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